
 150 130 3 4
   73 67 7 8 35以下
29.8 26.8 10.2 11.4 30以下
  3.2 3.0 0.7 1.4 3以下

令和4年度　24時間試験平均値

令和6年４月現在

令和5年度規格表第4類登録第107号

14,675ha

　発生した汚泥の一部は、消化槽でガス化して発電の燃料として活用すると
ともに、芝浦水再生センターから送られた汚泥とあわせて南部スラッジプラン
トに圧送し処理しています。

令和6年3月発行

　土曜、日曜、祝日、年末年始を除いて、水再生セン
ターの施設を見学することができます。ご予約・
お問い合せは見学受付窓口までお願いいたします。



※１　酸素がない状態
※２　汚泥を温める熱源は、発電設備からの温水と、南部スラッジプ
　  ラントからの廃熱温水があります。
※３　生き物がつくる再生可能エネルギー

約51℃で20日間ほど加温す
ると、微生物の力で汚泥中の
有機分をガス化して汚泥量を
減量することができます。

濃縮汚泥・消化汚
泥を脱水機で脱水
します。

汚泥

バイオマス

▲消化槽

消化槽

ガスタンク

電力汚泥

水処理施設

温水

微生物の力で
消化ガスを作ります。

発生した消化ガスを
貯留します。

消化ガスで発電します。
電気は水処理施設など
で使われます。
発電の際に生じる熱で
温水を作り、消化槽の加
温に使います。

消化ガス 消化ガス

消化ガス発電施設

　水処理工程で発生した汚泥を濃縮槽で濃縮します。
　濃縮汚泥を、嫌気性の状態※１で加温し※２、約51℃で20日
間ほどの汚泥消化期間で有機物をガス化（メタンガス）し、消
化ガス発電施設へ供給します。
　このバイオマスエネルギー※３であるメタンガスを、発電設
備の燃料として活用し、年間約2，000万

消化ガス発電のフロー


